
グルンドフォス：フォルクスワーゲンAGブラウンシュヴァイク工場 
におけるポンプオーディット 

クーラントシステムの制御見直しによる
省エネの実現
ポンプコントローラで周波数コンバータ制御：ポンプコントローラで周波数コンバータ制御：
37%の省エネ例の省エネ例

The Volkswagen XL1 is equipped with a battery system  
from Volkswagen’s Braunschweig plant 

(Image: Volkswagen)

Essbio社について 

環境面での持続可能性は、世界中のフォルクスワーゲングル
ープの重要な企業目標です。そして、この目標はこれまで以
上に効率的な自動車を製造することだけを示すのではありま
せん。「Think Blue.Factory」プログラムの背景には、効率
的な自動車は効率的な生産設備から生まれるべきだという確
信があります。そのため、同グループは2018年までにエネル
ギー消費量を全世界で25%削減することを目指しました。

ブラウンシュヴァイクの工場は1938年に建設され、当時のフ
ォルクスワーゲン初の拠点でした。現在のフォルクスワーゲ
ンブラウンシュヴァイク工場の約8,500人の従業員は、シャー
シ部品、リアおよびフロントアクスル、ショックアブソーバ
ー、ブレーキ、ブレーキディスク、ステアリングギア、すべ
てのペダルを生産しています。さらに、工作機械、刃具やプ
ラスチック部品の生産も行っています。生産範囲は、開発か
ら最終組み立てまで多岐にわたります。ブラウンシュヴァイ
クの製品は、同グループが生産するほぼすべての車両に搭載
されています。

当初の状況

パイロットプロジェクトとしてのポンプオーディ
ット 

プラントや機械を稼働する電力、暖房用の天然ガスについ
て、同社は潜在的な節約要素を活用し、あらゆる種類の消費
に対して効率的な技術を使用することを目指しています。

2011年、エネルギー責任者のポール・ゲルハルト・ローマー
マン氏は、ポンプのエネルギー消費量の現状を記録するため
に、グルンドフォスと共にパイロットプロジェクト(ポンプオ
ーディット)を開始しました。具体的には、ベアリングスイベ
ルの切削加工機械向けの、冷却潤滑剤供給装置(KSS)用の3台
の供給ポンプについてです(この生産には計6台の冷却潤滑油
供給システムを装備)。以前、ポンプはカスケード運転をされ
ていました。少なくとも1台目のポンプは常に動作し、2台目
および3台目のポンプは、必要流量に応じスイッチを入れて運
転をしていました。

フォルクスワーゲン AGブラウンシュヴァイク
グルンドフォス インダストリー分野 



これらの3つのMWFポンプは、費用対効果の確認のためにパイロットプロジェクトで取り上げ
られに注目され、現在も稼働を続けています。

「いつ工作機械のクーラント潤滑の必要量が減少するのか、あるいはポンプを完全に停止
できるのかを識別できるのは、新たに設置された制御技術だけです。」(フォルクスワーゲ
ンAGのブラウンシュヴァイク工場のエネルギー責任者、ポール・ゲルハルト・ローマーマ
ン氏)。

まとめ： 
フォルクスワーゲンのブラウンシュヴァイク工場における
プロジェクトは、省エネの可能性がポンプだけでなく、ポ
ンプを制御するシステムもグルンドフォスによっても提供
されることを示しています。グルンドフォスでは、ポンプ
システムへの全体的なアプローチを「iSOLUTIONS」と定
義します。これは、グルンドフォスとのこの素晴らしいプ
ロジェクトに基づいて、他のシステムも改善するためにブ
ラウンシュヴァイク工場で決定されました。さらに5つの
KSSシステムには、2014年末までにグルンドフォスのソ
リューションが稼働予定です。

GRUNDFOS PUMPS K.K.
1-2-3, Shin Miyakoda, Kita-ku
Hamamatsu, 431-2103. Japan
Tel: (+81) 53 428 4760
www.grundfos.jp

グルンドフォスのソリューション

対象のクーラントシステムを監視し、その結果について議論し
た後、明らかになったのは、ポンプ自体には大幅な改善要素は
ないものの、制御の最適化は必要ということでした。

グルンドフォスのサービス部門の課題は、この最適化について
コスト削減を含めた有効な提案を実施することでした。そこ
で、より高レベルのポンプコントローラで制御された、外部イ
ンバータを各ポンプに設置しました。その結果として、古い制
御盤を再構築することなく、自動制御を実現しました（実施者
は、これらの再構築コストが非常に高額であることがわかって
います）。

37%の省エネを実現

すぐに明らかになった、画期的な決定:「私たちは実状を監視
した後、約22%の省エネ効果を期待していました。しかし実際
は、グルンドフォスのソリューションによって、37%の省エネ
が実現されました」と、ローマーマン氏は報告しています。

このような大幅な省エネが実現できた理由としては、以前の制
御は、ポンプのオンとオフを切り替える昔ながらの電磁接触器
を介して行われていました。これらの電磁接触器 (ローマーマ
ン氏の言葉を借りると「旧式のクリック装置」)は、周波数コ
ンバータ(パラメータ化できる「インテリジェントで、学習能
力のあるシステム」)に置き換えられました。プロジェクトに
よる検証の結果、実際には常時冷却を行う必要がないことが判
明しました。 例えば、一日を通していくつかのツールの変更
があり、その度に工作機械は停止します。

「新しく設置された制御技術だけが、工作機械がいつクーラン
ト潤滑を必要としないのかを識別できます。これにより、ポン
プを完全に停止することができます」と、ローマーマン氏は述
べます。

グルンドフォスが開発したMPCポンプコントローラを
使用して圧力変化を検出し、実際の需要に応じてポン
プ専用別置きコントローラCUEを制御および調整しま
す。その結果改良されたシステムは、バスシステムと
PLCを介する中央制御システムを不要とし、独立型ソリ
ューションとして自動制御を行います。

このパイロットプロジェクトについてまず驚くべきこ
とは、グルンドフォスのポンプが使用されていないと
いうことです。なぜこのポンプオーディットをグルン
ドフォスに委託したのでしょうか?

「私たちには、グルンドフォスが、このパイロットプロ
ジェクトを堅実かつオープンエンドの方法で実行できる
という確信があったからです」とポール・ゲルハルト・
ローマーマン氏は述べます。これは、グルンドフォスに
は他のサプライヤとは決定的に異なるアプローチがあ
り、フォルクスワーゲンに関連する実際のデータの収集
に重点を置いているという事実に基づくものです。「こ
のデータを使用することで、私たちの最重要目標である
安全なプロセスを示す、有意義な働きができます。」
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